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家畜の様子がおかしいなと思ったら…

夜間・休日は転送されますので、必ず5回以上コールしてください

毎
月
１
日
は
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毒
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日

気象庁の予報によると、今年の７～９月は、東日本で平年より平均気温が高い確率

５０％です。生産性の維持のために、家畜の過ごしやすい環境を整えましょう。

○適正飼育温度の確認

【採卵鶏】 18～24℃

25℃以上になると飼料摂取量が急激に低下し、鶏卵生産に必要なたんぱく質とエネ

ルギー量が不足します。卵重量や卵質の低下だけでなく、猛暑が続くと産卵率の低下も

招くため注意が必要です。

【肉用鶏】 18～23℃

適正飼育温度を超える高温域になると、飼料摂取量の低下に伴い増体の大きな低下

が起こります。肉用鶏は体重の割に呼吸器重量が小さいため、熱放散能力が低く限界

体温に達しやすいため注意が必要です。

○暑熱対策

・遮光ネットやよしずによる日よけ

・屋根への断熱材設置、 消石灰塗布、スプリンクラーの設置など
・換気扇、扇風機による送風
・防鳥ネットの清掃や除糞により通気を確保する
・密飼いを避ける
・清潔で冷たい水（体温の冷却に有効）を十分に飲めるようにする
・良質で消化率の高い飼料の給与、ビタミン・ミネラルの補給

★鶏舎だけでなく、堆肥舎、飼料保管庫等にも防鳥ネット等の設置が義務

付けられました。令和3年10月1日からは完全義務化となりますので、未設

置の場合は、早急に御対応をお願いします。


